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令和５年度 第１回八代市総合教育会議 会議録 
 

【開 催 日】 令和５年６月１３日（火） 

 

【場  所】 八代市立博物館未来の森ミュージアム 講義室 

【出 席 者】 中 村 博 生 市長 

北 岡  博  教育長 

渡 邉 裕 一 教育委員 

早 田  蛍  教育委員 

澤 村 亙 寛 教育委員 

【出席職員】 中   勇 二 教育部長      

松 川 由 美 教育部次長 

田 中 智 樹 教育部次長 

下 津 恵 美 教育政策課長 

陣 内 敬 貴 教育政策課指導主事 

田 北 佳一郎 学校教育課長 

黒 木 崇 博 学校教育課指導主事兼指導係長 

瀧 川 尚 樹 学校教育課指導主事 

永 野 祐 樹 学校教育課指導主事 

稲 本 健 一 教育部理事兼教育施設課長 

髙 﨑 博 文 生涯学習課長    

櫻 井 幸 枝 教育サポートセンター所長  

松 井 葵 之 博物館未来の森ミュージアム館長 

上 角 愛美子 博物館未来の森ミュージアム副館長 

山 﨑   摂 博物館未来の森ミュージアム副館長補佐兼 

        学芸係長 

沖 田 良 三 市長公室長 

浅 川 公 利 秘書広報課長 

【事 務 局】 萩 本 誠 子 教育政策課教育政策係長 

松 本 和 美 教育政策課上席参事 

 

【協議事項】 

 

（１）「第２次八代市総合計画第２期基本計画八代市重点戦略

（教育関係）」について 

 ①「ＩＣＴ教育日本一」を目指し「学校情報化優良校」認定

率１００％を達成 

 ②学校トイレ洋式化の推進など安全・安心で快適な教育環境

の整備 

 ③人生１００年時代に向けたリカレント教育の支援 

（２）魅力ある博物館づくり 
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１ 開 会 

 

（午後１時２０分 開会） 

 

２ 市長あいさつ 

 

  

３ 協議事項 

（１）「第２次八代市総合計画第２期基本計画八代市重点戦略（教育関係）」について 

 

  ①「ＩＣＴ教育日本一」を目指し「学校情報化優良校」認定率１００％を達成 

田北学校教育課長 資料により説明 

 

  ②学校トイレ洋式化の推進など安全・安心で快適な教育環境の整備 

教育部理事兼 

稲本教育施設課長 

 

資料により説明 

 

  ③人生１００年時代に向けたリカレント教育の支援 

髙﨑生涯学習課長  資料により説明 

 

 ＜質疑応答＞ 

早田教育委員 不登校対策の課題解決のためにＩＣＴを利活用していると

のことだが、各家庭のインターネット環境の格差をどのように

捉えているか。また、ＥｄＴｅｃｈ推進に係る重点取組である

学力向上の推進については、学びの主体を児童生徒として取組

を進めているとのことだが、主体を児童生徒とした場合、その

評価はどのように行うのか。さらに、ＩＣＴ授業サポーターに

よる授業改善に向けた支援を充実するために行う実態把握や

好事例情報提供については、どこからどのように抽出するの

か。 

次に、リカレント教育に関するＩＴキャリアアップ講座の具

体的な内容について伺いたい。 

 

瀧川学校教育課 

指導主事 

２年前に行った調査によると、自宅でインターネット環境を

利用して学習に取り組むことが可能な児童生徒の割合は約９

割であった。直近の調査を行っていないため、そこからさらに

向上している可能性もある。その反面、インターネット環境が

ない家庭もあるため、その場合児童生徒は、学校内や公民館あ

るいは図書館等のインターネット環境を利用して学習に取り

組んでいる状況である。しかしながら、地域によっては、環境

整備自体がなされていないところもあるため、各学校において

は、そのような格差を埋めるため、課題の出し方を工夫してい

る。 
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陣内教育政策課

指導主事 

ＩＣＴ授業サポーターからは、毎月業務日誌による報告が行

われている。報告件数は大量となっているものの、その内容を

見ると、授業の質の向上に繋がっているとまでは言えない。そ

こで、子供同士が交流の中でＩＣＴを利活用することで、子供

たちの考えが広がりまた深まるような効果的な取組を行い、授

業改善に繋がるようＩＣＴ授業サポーターと相談していると

ころである。 

また、教育政策課でも、学校からの依頼を受けて研修を行っ

ているが、ＩＣＴの深い知識がないと授業で利活用できないと

思っている先生方が多い。そこで、授業でこういう使い方をし

たいが、どうすればいいかなど、先生方から相談してほしいと

伝えており、少しずつ問い合わせも増えてきている。 

 

永野学校教育課 

指導主事 

学びの主体を児童生徒へということで、その効果を客観的に

測るために、八代市及び熊本県並びに全国で各種の学力学習状

況調査が行われている。そのなかで、ＩＣＴ活用に関連した質

問があるので、実際の児童生徒の回答を見取っていく必要があ

る。また、それが実際にどのように学力に結びついていくかを

併せて検討しなければならないと考えている。 

さらに、本市で導入しているスタディサプリＩＣＴ学習支援

ツールについて、企業と連携し各学校での活用状況を把握する

など、効果を測っていきたい。 

 

髙﨑生涯学習課長 ＩＴキャリアアップ講座は、ウェブデザイン作成、動画作成、

ホームページ作成、アプリ作成等、就労や仕事に役立つスキル

の向上を図ることを目的として開設している。 

 

早田教育委員 授業におけるＩＣＴの活用について、先生方から使用方法な

ど相談してほしいとのことだったが、この場合、先生方は誰に

相談できる体制となっているのか。ＩＣＴ授業サポーターが対

応しているのか。 

 

陣内教育政策課

指導主事 

ＩＣＴ授業サポーターは１０名おり、１人当たり４校程度を

担当しているが、学校に常駐しているものではないため、教育

政策課ＩＣＴ教育推進係への直通電話や、グループウェアミラ

イム等で対応している。 

 

早田教育委員 

 

学びの主体を児童生徒としたとき、その評価は学力学習状況

調査の中から行うとのことだったが、本市で行うアンケート等

を基にするとの認識でよいか。 
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永野学校教育課

指導主事 

市及び県並びに全国で実施している質問調査において検証

していきたいと考えている。 

 

渡邉教育委員 ＩＣＴ教育については、加速度的に推進されていて大変うれ

しく思う。 

まず、重点取組の成果指標のなかに、学校内におけるＩＣＴ

教育の環境整備に対して、充実していると感じる保護者の割合

についての記載があるが、これはどのように把握しているの

か。また、不登校対策として具体的にどのようにＩＣＴを活用

しているのか。さらに、学校情報化認定制度において、学校情

報化先進地域の認定は受けているが、現時点で該当校がない学

校情報化先進校については、今後認定を目指していくのかの三

点を伺いたい。 

次に学校トイレの洋式化の推進については、洋便器率の目標

値を８０％に変更し推進されているが、改修を行う学校の選定

順位はどのようになっているのか。また、洋式化１００％達成

はいつ頃を予定しているか。 

最後に、リカレント教育については素晴らしい取組がなされ

ているが、各講座ともに定員以上の申込みがあるとのことだ

が、受講者数を増やすことは難しいのか。またＰＲ方法につい

ても伺いたい。 

 

瀧川学校教育課

指導主事 

ＩＣＴ教育環境整備に対する保護者の認識については、企画

政策課において調査を行っているため詳細は把握できていな

い。 

次に、ＩＣＴを活用した不登校対策については、特に長期に

欠席をしている児童生徒への学習保障の観点から、自宅におい

てスタディサプリやｅライブラリといった学習支援ツールを

活用している。昨年６月、自宅等においてＩＣＴ等を活用した

学習を行った児童生徒の指導要録上の出席扱いに関するガイ

ドラインを作成した。これに基づき、中学校においてＴｅａｍ

ｓ等を使い授業に参加したり、担任とのやり取りを行うことで

出席扱いとなった生徒が２名いた。今年度も、学校に登校する

ことは難しいが、スタディサプリを活用し毎日の学習に取り組

んでいるという中学校の事例が挙がっている。このように、学

習支援ツール等を活用して不登校児童生徒の学習保障や教育

相談を行いたいと考えている。 

最後に、本市の教育課題及びＩＣＴの活用状況等に応じて、

研究発表を行うＩＣＴ教育推進モデル校や推進校を指定して

いるが、それらの研究、取組を各学校に広げることでＩＣＴ教
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育を推進していきたいと考えているため、学校情報化先進校の

認定については目指していない。 

 

稲本教育部理事兼

教育施設課長 

学校トイレについては、これまで建築年数の古い順、生徒数・

便器数の改修が多い順に、床、壁、天井の改修工事を行ってき

た。今回、令和７年度末までに洋便器率の目標値を８０％と高

く設定したが、令和７年度以降の改修となる全ての学校を訪問

し、要望等を伺った。その際、生徒数の減少に伴い洋便器の数

をあまり必要としていないことや、逆に掃除が困難になってい

るとの声もあった。そういった学校の意見等も参考に、また現

在本市教育委員会において検討している学校規模適正化の方

向性も踏まえて改修を行っていきたい。何よりもまず、児童生

徒の満足度１００％を目指したいと考えている。 

 

髙﨑生涯学習課長 リカレント教育関連講座については、現状、定員以上の応募

があっているため講師の調整が必要となっている。また講座に

よっては数多くのスタッフを要するものもある。せっかくの人

気講座でもあるし、また重点戦略に掲げている事業でもあるの

で、受講者アンケート結果等も踏まえ、できる限りの対応をし

ていきたいと考えている。 

また、周知方法については市ホームページや広報やつしろが

中心となるが、はじめてのスマホ講座については、各校区を回

るものであるため、各校区コミセンだよりにも掲載を依頼し、

多くの方に受講いただけるよう周知に力を入れている。 

 

渡邉教育委員 授業参観日でタブレット等を使用した授業を積極的に公開

されると、ＩＣＴ環境整備の充実に対して、さらに保護者に実

感してもらえると思う。以前、不登校児童生徒がＴｅａｍｓ等

で自宅と学級を繋ぎやり取りを行うことで、学校に復帰した事

例があり、ＩＣＴは様々な活用方法があるのだなと感じた。 

学校トイレについては、掃除や臭い対策等様々な課題がある

ので、総合的に進めていただきたい。 

リカレント教育については、まちづくり協議会と連携しなが

ら周知する方法もあると思うのでお願いしたい。 

 

澤村教育委員 教科指導におけるＩＣＴ活用や校務の情報化等を重点取組

としているが、校務の効率化を図るために、どのようにＩＣＴ

を活用し支援しているのか。 

リカレント教育関連講座であるキャリアアップ講座につい

て、どの程度就労に結びついているかは、成果指標にある事務
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的職業及びＩＴ関連職業の求人倍率に表れているのか。また、

就労を希望している方や様々なキャリアップを目指したい方

のニーズをどのように把握し、また今後の講座に活かしていこ

うと考えているか。 

 

黒木学校教育課指

導主事兼指導係長 

教職員に対する支援については、ミライム、ゆうｎｅｔ、ス

ズキ校務等のソフトを使い効率化を図っている。 

ゆうｎｅｔでは、出張伺・復命書などを、またスズキ校務で

は、通知表・成績処理・要録作成に活用し、デジタル化後デー

タとして保存できるようになっている。ミライムでは、所属学

校職員間のみならず、他校の教職員との間でもデータのやり取

りや共有を行うことができる。これまでペーパーで供覧回覧し

ていたものを、ミライムを通じ学校内外で利用する等、これら

のＩＣＴの活用が校務の効率化に繋がっている。 

 

髙﨑生涯学習課長 キャリアアップ講座と就労の関連について、成果指標に掲げ

ている求人倍率の目標値は、商工・港湾振興課において行う事

業であるため、生涯学習課としては把握ができていない。 

生涯学習課においては、就労に向けたリカレント教育の取り

掛かりという位置付けで行っている。その後、より専門的な知

識を身につけ、就労に直結する取組については、商工・港湾振

興課で行うという棲み分けにしているため、就労に関する具体

的な市民ニーズ等も把握ができていない。 

 

中村市長 スマホ講座は市職員で対応しているのか。 

 

髙﨑生涯学習課長 八代市内の民間会社に委託しており、定員１５名までは、講

師１名、補助講師１名。定員１５名以上になると、講師１名、

補助講師２名の体制で行っている。はじめてのスマホ講座につ

いては、スマートフォンの知識がほとんどない不慣れな方が多

いため、その場合、市職員も複数配備し支援体制を取っている。 

 

（２）魅力ある博物館づくり 

   ※協議前に博物館バックヤードを見学 

松井博物館未来の

森ミュージアム館

長あいさつ 

 

上角博物館未来の

森ミュージアム副

館長 

資料により説明 
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山﨑博物館未来の

森ミュージアム副

館長補佐兼学芸係

長 

スライドにより説明 

 

  ＜質疑応答＞ 

早田教育委員 ２年間の休館中の取組として、出前講座などを企画するとの

ことだが、どのような内容を予定されているのか。休館中だか

らこそできる講座というものはあるのか。 

 

山﨑博物館未来の

森ミュージアム副

館長補佐兼学芸係

長 

具体的な講座の内容は現在検討中である。もちろん、休館中

だからこそできるものをということも考えていきたいが、これ

までやってきたなかにも、繰り返しお知らせする内容も多いの

で、それを幅広い地域に伝えていきたいという思いがある。 

 

早田教育委員 出前講座の実績を見ると、何回も繰り返し依頼される地域が

ある一方、ここ数年内に依頼がない地域もある。これから新し

く出来る素晴らしい博物館へ多くの人に来館してもらえるか

は、この休館中の取組によると思うので頑張っていただきた

い。 

 

澤村教育委員 映像でも紹介してあったとおり、特別展等の見学に訪れる児

童生徒も多く、学校と博物館との関わりを素晴らしく感じた。 

熊本県内を見ても、博物館については本市と熊本市にしかな

く、これだけの素晴らしい博物館があることが誇らしく、また

気軽に行くことができる場所としても、とてもよいと思う。 

そこで、休館中に計画されている出前講座・出張博物館につ

いては、東陽町、泉町、坂本町など、遠方に在住しなかなか来

館することができない児童生徒のために、そういう地域にも出

向き、本市全体の歴史文化を学ぶことができるよう、刺激を与

えていただけたらと思う。 

また、入館者の中には外国人も少なからずあるようだが、今

年に入り、クルーズ客船の入港も増えているため、これからま

すます訪日外国人は増加すると思われる。八代市の魅力ある歴

史文化をＰＲしていくことが外国人入館者の増加に繋がるの

で工夫していっていただきたい。 

 

北岡教育長 博物館のＳＮＳは、ホームページやインスタグラム、ツイッ

ター、フェイスブックがあるが、ユーチューブでの配信はある

か。 
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山﨑博物館未来の

森ミュージアム副

館長補佐兼学芸係

長 

八代市公式ユーチューブチャンネルに掲載依頼し、昨年は４

本の動画を手作りし配信した。さらに技術を習得し番組作りを

行っていきたい。 

北岡教育長 視聴者の興味を引き、来館に繋がるような仕掛けのある番組

作りが出来たら面白いと思うので、よろしくお願いする。 

 

渡邉教育委員 本日の協議にあたって、文化庁文化審議会における博物館法

制度の今後の在り方について、審議のまとめに目を通してき

た。これを見ると、八代市立博物館の取組は、そのまま魅力あ

る博物館づくりをされていると感じた。その中でも、これから

の博物館に求められている役割・機能について、「守り、受け継

ぐ」「わかち合う」「育む」といった観点から、学校教育との連

携をとても大事にされていることがわかり感銘を受けた。 

先ほどから話題になっている出前講座については、校長先生

方への周知がとても大事だと思う。例えば、年に一度、校長園

長会を博物館で開催し、会議終了後館内を案内してみてはどう

か。本日、バックヤードを見学させてもらい更に関心が高まっ

た。きっと同じように感じる校長先生方も多いと思う。休館中

は、この出前講座を周知ＰＲする大チャンスになる。これを機

に講座数を増加していくことが、今後の学校教育との連携に大

変意義があるものになると思う。また、博物館については学校

教科書にも掲載されているので、教科書との関連を展示するの

もいいのではと思った。 

また博物館や伝承館、八代城址あるいは松浜軒といった、市

街中心部一帯の素晴らしい文化ゾーンエリアを一体的に再構

築するために、同施設の共通チケットの販売や、全ての施設を

観覧するとプレゼントを贈呈するなど、いろいろな工夫ができ

ないかとも思ったところである。 

本日、収蔵庫を拝見したが、大変素晴らしく収蔵されていた。

博物館は学芸員あってこそだと思っているが、職員数は足りて

いるのか少し心配になった。 

 

上角博物館未来の

森ミュージアム副

館長 

教科書との関連物の展示については、さっそく学校教育課と

も情報を共有し、知識を得たいと思う。 

学芸員については、それぞれの専門分野があり、現在８名が

在籍している。令和５年度の職員採用後期試験において、学芸

員の募集もされており、どの専門分野の採用となるかはわから

ないが、現状の人数でやれてはいる。しかし、今後様々な研究

を行い、今ある資料を解読しそれを市民に還元していくという
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点では人数は多いほうがよい。 

 

中教育部長 学芸員数については、法に規定されている最低人員６名をこ

れまでも確保してきた。お祭りでんでん館の完成に伴い、民俗

の専門学芸員が、兼任という形で博物館から異動した際も、そ

の補充についてはきちんと対応できており、充実した職員数に

なっていると考えている。 

なお、博物館、お祭りでんでん館及び松浜軒の共通チケット

について、１つの施設を利用すると残りの２施設が割引料金と

なる運用をすでに行っているところである。 

 

渡邉教育委員 素晴らしい取組がされていると感じた。低学年の児童、幼稚

園・保育園の園児の来館もあると思うので、体験型の展示など

が増えればいいと思った。 

 

中村市長 渡邉委員が言われたとおり、校長先生方に八代市の歴史文化

を知ってもらうために、周知を繰り返し行うことで、子供たち

に毎年定着して博物館に来てもらえるようになるのではない

かと思った。 

また、本市には大変優秀な学芸員がおり頼もしく、また博物

館の誇りでもあると感じている。今後もいろいろな勉強を重ね

ながら優秀な学芸員に育っていってもらいたい。 

大規模改修工事については、いよいよ今年度実施設計に入っ

ているが、事業を進める上でこれから課題も見えてくると思う

ので、早目早目に動いてほしい。県内に本市と熊本市にしかな

い、この素晴らしい博物館を継続するために、よりよい改修が

出来ればいいと感じている。 

 

沖田市長公室長 本日、初めてバックヤードの見学を行ったが、収蔵保管スペ

ースも段々足りなくなってきているのではないかと感じた。市

長からもあったように、改修にあたっては、よりよい施設に生

まれ変われるよう期待している。併せて、収蔵庫の問題等も含

めて検討していただきたい。 

また、学芸員の人員配置については、今後不足する事態がお

こった際には、新たに採用するなど対応していきたい。 

 

松川教育部次長 築３２年目を迎え、これまでだいぶ我慢をしての今回の改修

となっている。 

本日も話題となっている、休館中だからこそできるものにつ

いては、自分自身強く感じているところである。遠方の学校に
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出向いて行く、あるいは、地域ごとに存在する本市の文化財を、

オンデマンドで視聴できるような画像・動画を撮れないかな

ど、いろいろな構想があるので、職員と相談しながらいい休館

の期間にしていきたいと考えている。 

 

田中教育部次長  ２年後、更に生まれ変わった博物館になることを市民も期待

していると思う。ハード面においても、きれいになったという

ことが実感できるような施設となるよう尽力していきたい。 

 

４ その他  

事務局 第２回総合教育会議について（１０月～１１月の開催予定） 

５ 閉会 

 

（午後３時３０分 閉会） 

 


